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一部 100 円

主

な

内

容　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ナ
キ
ズ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
来
年
版
発
売
…
１

文
献
セ
ン
タ
ー
第
三
回
総
会
開
催
…
２

文
献
セ
ン
タ
ー
収
支
決
算
報
告
書
…
４

連
載
１
／
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
…
６

寄
稿
／
白
昼
に
〈
神
〉
を
撃
つ
…
７

ア
ナ
キ
ズ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
発
売
！

　
　
　
２
０
１
５
年
版
は
「
山
鹿
泰
治
」

　

恒
例
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
１
５
年
版
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
版
の
テ
ー
マ
は
「
山
鹿
泰

治
」。
今
年
五
月
二
四
～
六
月
一
日
ま
で

東
京
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
リ
ズ
ム
・
ア
サ

イ
ラ
ム
で
開
催
し
た
展
示
会
「
山
鹿
泰
治

展
―
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
・
ア
ナ
キ
ズ
ム
・
Ｄ

Ｉ
Ｙ
」
は
、
向
井
孝
さ
ん
が
整
理
し
、
現

在
は
当
文
献
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い

る
、
山
鹿
泰
治
さ
ん
の
ア
ー
カ
イ
ブ
「
山

鹿
文
庫
」
か
ら
資
料
を
取
り
上
げ
展
示
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
そ

の
展
示
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
関
連
資
料
や

写
真
の
ほ
か
、
生
来
の
科
学
心
・
冒
険
心

の
も
ち
ぬ
し
で
あ
っ
た
山
鹿
の
漫
画
や
ス

ケ
ッ
チ
、ま
た
Ｄ
Ｉ
Ｙ
精
神
溢
れ
る『
ノ
ー

ト
』
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
国
境
を
越
え
た

連
帯
を
続
け
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
・
ア
ナ

キ
ズ
ム
そ
し
て
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
実
践
し
た
山
鹿

泰
治
と
い
う
人
の
軌
跡
／
一
庶
民
の
生
き

ざ
ま
を
、
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
少

し
で
も
垣
間
み
て
頂
け
れ
ば
さ
い
わ
い
で

す
。

【
各
月
内
容
】

◎
１
月
＝
１
９
２
２
年
、
上
海
に
て

◎
２
月
＝
１
９
２
７
年
、
上
海
港
湾
労
働

大
学
ア
ナ
キ
ス
ト
グ
ル
ー
プ

◎
３
月
＝
１
９
３
７
年
、
第
25
回
日
本
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
（
東
京
）

◎
４
月
＝
マ
ニ
ラ
滞
在
時
よ
り
書
き
留
め

た
「
科
斈
ノ
ー
ト
」
よ
り

◎
５
月
＝
１
９
５
１
年
、
京
都
の
メ
ー

デ
ー
／
京
都
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
連
盟
の

仲
間
た
ち
と

◎
６
月
＝
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
生
き
る
二

人
（
山
鹿
泰
治
／
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
Ｃ
・
ブ

ラ
ッ
ト
）」（
１
９
５
６
年
朝
日
新
聞
）

◎
７
月
＝
山
鹿
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
・
ス
タ

ン
プ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

◎
８
月
＝
１
９
６
０
年
、
第
六
回
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
／
戦
争
抵
抗
者
イ
ン
タ
ー

（
Ｗ
Ｒ
Ｉ
）
の
宣
伝
を
す
る
山
鹿

◎
９
月
＝
50
年
代
に
記
録
し
は
じ
め
た
ス

ケ
ッ
チ
「
マ
ン
ガ
の
ヤ
マ
ガ
」
よ
り

◎
10
月
＝
山
鹿
が
近
藤
憲
二
宅
に
訪
問
し

た
際
に
残
し
た
書

◎
11
月
＝
１
９
６
０
年
12
月
、
イ
ン
ド
の

平
和
運
動
に
つ
い
て
講
演
す
る
山
鹿
／
日

本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
に
て

◎
12
月
＝
生
涯
で
命
の
危
険
を
感
じ
た
瞬

間
を
思
い
出
し
な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
た

ノ
ー
ト
「
死
ぬ
か
生
き
る
か
？
」
よ
り

【
仕
様
】
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
28
ペ
ー
ジ
、
頒

価
一
二
〇
〇
円（
会
員
頒
価
一
〇
〇
〇
円
）

【
取
扱
店
舗
】
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
リ
ズ
ム
・

ア
サ
イ
ラ
ム
、
模
索
舎
（
新
宿
）、
古
書

り
ぶ
る
り
べ
ろ（
神
保
町
）、三
月
書
房（
京

都
）
ほ
か

【
購
入
方
法
】
委
託
販
売
店
０
３
―

３
３
５
２
―
６
９
１
６（
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・

リ
ズ
ム
・
ア
サ
イ
ラ
ム 

13
時
―
20
時
※

月
水
除
く
）
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前
号
既
報
の
と
お
り
、
去
る
11
月
29
日

に
２
０
１
１
年
６
月
以
来
３
年
振
り
と
な

る
総
会
を
神
戸
で
開
催
し
ま
し
た
。
地
元

神
戸
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
富
士
宮
か
ら
龍

さ
ん
も
参
加
し
た
ほ
か
、
関
西
圏
や
東
京

か
ら
も
集
ま
り
、
総
勢
16
名
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
こ
の
３
年
間
の
活
動
報
告
や

会
計
報
告
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
（
後

述
）、
今
後
に
向
け
た
活
動
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
も
行
わ
れ
、
資
産
を
法
人
化
の

た
め
の
費
用
や
セ
ン
タ
ー
を
宣
伝
す
る
た

め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
な
ど
に
充
て
る

べ
き
な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
る
な
ど
、
有

意
義
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

《
活
動
報
告
》

■
定
期
的
活
動

① 

運
営
委
員
会
…
東
京
で
月
１
回
（
場

所
＝
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

② 

セ
ン
タ
ー
通
信
の
発
行
…
年
４
回
、

現
在
28
号

③ 

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営

④ 

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
管
理

⑤ 

富
士
宮
交
流
会
…
夏
ま
た
は
秋

■
個
別
活
動

◎
セ
ン
タ
ー
書
籍
類
整
理
お
よ
び
目
録
作

成・
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
目
録
は
２
０
１

１
年
に
終
了
、
長
谷
川
進
文
庫
お
よ
び
ゲ

ゼ
ル
文
庫
も
終
了
。

・
大
口
の
寄
贈
と
し
て
今
年
完
了
し
た
の

は
平
山
、
田
代
両
氏
か
ら
の
寄
贈
書
リ
ス

ト
。

・
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
河
西
善

治
、
近
藤
・
白
仁
文
庫
の
２
つ
。

・
懸
案
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
山
鹿
文

庫
の
目
録
化
で
、
中
断
し
て
い
る
。

※
目
録
化
さ
れ
た
以
外
に
写
真
・
書
簡
な

ど
手
つ
か
ず
の
も
の
も
あ
る
。

◎
八
街
の
倉
庫

　

２
０
１
０
年
、
友
人
、
知
人
の
紹
介
を

得
て
千
葉
県
八
街
市
に
古
い
民
家
付
き
の

土
地
を
入
手
し
た
後
、
プ
レ
ハ
ブ
の
倉
庫

を
建
て
、
本
棚
を
設
置
し
て
セ
ン
タ
ー
資

料
の
収
蔵
、
作
業
場
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。
車
で
東
京
都
心
か
ら
１
時
間
半
程
。

月
１
回
、
土
～
日
曜
日
に
か
け
て
出
か
け

て
い
る
。

◎
目
録
の
初
期
入
力
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
作
成

　

現
在
１
万
余
件
の
入
力
が
済
み
、
そ
の

一
部
を
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
試
行
公
開
中

（
継
続
）。
デ
ー
タ
の
一
本
化
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

◎
ア
ナ
キ
ズ
ム
・
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

２
０
１
１
年
…
ア
ナ
キ
ス
ト
た
ち
① 

戦

前
―
戦
後
篇

２
０
１
２
年
…
ア
ナ
キ
ス
ト
た
ち
② 

戦

前
―
戦
後
篇

２
０
１
３
年
…
大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
・
橘

宗
一
虐
殺
90
周
年
記
念

２
０
１
４
年
…
ギ
ロ
チ
ン
社
事
件

２
０
１
５
年
…
山
鹿
泰
治

◎
近
藤
文
庫
の
整
理

　

２
０
０
９
年
に
逝
去
さ
れ
た
近
藤
千
浪

さ
ん
が
祖
父
母
（
堺
利
彦
、
為
子
）、
父

母
（
近
藤
憲
二
、
真
柄
）
か
ら
引
き
継
い

だ
資
料
の
整
理
に
同
年
８
月
よ
り
月
１
回

の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
み
、
書
簡
の
整
理
、

リ
ス
ト
化
を
手
が
け
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

文
庫
の
帰
属
問
題
が
生
じ
、
最
終
的
に
は

２
０
１
３
年
に
大
原
社
研
に
寄
贈
と
な

る
。

◎
イ
ベ
ン
ト

・
ア
ナ
キ
ズ
ム
一
箱
古
本
市
（
古
本
の
持

ち
寄
り
販
売
）
＋
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
・
講
演

　
　

＊
今
期
は
取
り
組
み
な
し

・
グ
ッ
ズ
製
作
…
今
期
は
取
り
組
み
な
し

・
２
０
１
１
年
11
月
20
日
…
ア
ナ
キ
ズ
ム

と
前
衛
美
術
―
戦
後
日
本
前
衛
美
術
に
お

け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
史
〔
講
師
・
黒
ダ

ラ
イ
児
、
高
野
慎
三
〕（
東
京
）

・
２
０
１
２
年
11
月
17
日
…
ア
ナ
キ
ズ
ム
・

カ
レ
ン
ダ
ー
発
売
記
念
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

〔
講
師
・
矢
野
寛
治
〕（
東
京
）

・
２
０
１
３
年
５
月
17
―
25
日
…
雑
誌『
ア

ナ
ー
キ
ー
』
展
（
東
京
・
新
宿
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

・
２
０
１
４
年
５
月
24
―
31
日
…
山
鹿
泰

治
展
―
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
・
ア
ナ
キ
ズ
ム
・

Ｄ
Ｙ
Ｉ
（
東
京
・
新
宿
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

《
共
催
》

・
２
０
１
２
年
10
月
13
日
…
『
近
代
思
想
』

１
０
０
周
年
記
念
集
会
（
日
本
社
会
文
学

会
、
初
期
研
な
ど
６
団
体
で
共
催
、
東
京
）

・
２
０
１
３
年
10
月
21
―
27
日
…
Ｎ
16
プ

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
第
三
回
総
会

神
戸
に
て
開
催
さ
る
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レ
・
イ
ベ
ン
ト
＆
大
杉
展（
ア
ナ
系
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
共
催
、
東
京
）

《
事
業
計
画
》

◎ 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ー
タ
の
収
蔵

動
画
、
静
止
画
像
（
写
真
）、
サ
ウ
ン
ド
、

電
子
資
料
な
ど
の
収
蔵
に
関
し
て
、
資
料

そ
の
も
の
は
多
種
に
わ
た
り
集
ま
っ
て
い

る
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
枠
組
み
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。
た
だ
劣
化
の
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。

◎
蔵
書
目
録
の
一
本
化
と
整
理
→
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
作
成

・
山
鹿
文
庫
、
河
西
文
庫
、
近
藤
・
白
仁

文
庫
の
目
録
作
成

・
寄
贈
書
単
位
で
作
成
さ
れ
て
い
る
リ
ス

ト
を
一
本
化
し
、
重
複
や
記
述
の
不
備
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
デ
ー
タ
形
式

な
ど
長
期
的
な
視
野
で
確
定
し
て
お
く
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◎
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
セ
ン

タ
ー
所
蔵
目
録
の
公
開

◎ 

冊
子
の
刊
行

・
カ
レ
ン
ダ
ー
…
継
続

・
文
献
セ
ン
タ
ー
通
信
…
継
続

・
寄
贈
書
目
録
を
刊
行
す
る

ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
蔵
書
目
録
→
展
示
会

を
開
催
し
た
い

山
鹿
文
庫
…
デ
ー
タ
入
力
中
→
目
録
作
成

蔵
書
の
所
在
リ
ス
ト

◎
Ｈ
Ｐ
の
更
新

通
信
の
発
行
と
連
動
し
て
更
新
を
図
り
た

い◎
講
座
の
取
り
組
み

毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
講
座
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
予
定

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
映
像
資
料
な
ど

の
上
映
会
も
定
期
的
に
開
催
予
定

《
課　

題
》

◎
次
期
セ
ン
タ
ー
構
想

○
書
庫
の
建
設

　

文
献
・
資
料
の
収
蔵
施
設
と
し
て
、
不

燃
性
と
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
書
庫

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
蔵
書
は
現
在
、
富

士
宮
と
八
街
に
分
散
し
て
い
ま
す
が
、
前

者
は
木
造
、
後
者
は
プ
レ
ハ
ブ
造
り
で
、

各
々
に
保
管
面
で
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
３
年
位
を
目
途
に
書
庫
建
設
計
画
を

立
案
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
場
所
は
利
便

性
を
考
え
る
と
都
心
に
近
い
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
候
補
地
が
具
体
化

し
な
い
場
合
は
八
街
に
な
る
。

○
法
人
化
の
問
題

　

八
街
の
土
地
・
建
物
は
現
在
、
某
株
式

会
社
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
質

的
に
は
セ
ン
タ
ー
所
有
で
す
（
セ
ン
タ
ー

に
寄
贈
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
）。

セ
ン
タ
ー
が
法
人
化
も
し
く
は
最
終
的
な

組
織
形
態
が
確
定
す
る
ま
で
は
現
状
の
ま

ま
で
、確
定
し
た
段
階
で
所
有
権
を
移
転
、

も
し
く
は
法
人
格
を
変
更
す
る
な
ど
の
方

法
で
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
―
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

法
人
化
の
問
題
は
、
よ
り
根
本
的
に
は

人
と
活
動
の
問
題
で
、
そ
の
実
体

が
伴
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
従
っ
て
人
と
活
動
が
結

び
つ
い
た
何
ら
か
の
組
織
形
態

を
こ
れ
か
ら
も
模
索
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
世
代
の
交
代

　

文
献
セ
ン
タ
ー
の
第
一
世
代

と
目
さ
れ
る
の
は
龍
さ
ん
を
頭

に
現
在
60
代
半
ば
以
上
の
年
齢

層
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が

超
長
期
的
視
野
を
不
可
欠
と
す

る
以
上
、
次
代
を
に
な
う
世
代

（
40
代
が
中
心
に
な
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
）
の
こ
と
を
考
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
誰
が
と
い
う
こ
と
も

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
セ
ン
タ
ー
の

周
辺
に
幅
広
い
支
持
層
を
得
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活

動
を
備
え
て
い
く
か
と
い
う
問
題
を
今
後

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◎
資
料
の
充
実

　

魅
力
あ
る
資
料
内
容
と
す
る
た
め
に
、

収
集
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る

と
思
い
ま
す
。
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※通信掲載にあたり一部加筆修正。2012 年および 2013 年は割愛いたしました。

アナキズム文献センター収支決算報告書（暫定）

2014 年 1月 1日～ 2014 年 11 月 29 日

収入の部

上記の通り報告いたします。

2014 年 11 月 29 日
会計係／古屋淳二

科目 金額 摘要
前年繰越金 2,135,922
会費 / カンパ 86,200
物販 100,570

合計 2,322,692

支出の部

科目 金額 摘要
センター維持費 100,000 富士宮の光熱費（龍さんへの送金分）
発送費・通信費 12,806 通信・カレンダー発送など
カレンダー制作関連 120,000 印刷費、制作費ほか
消耗品 1,550 クリアビニール、封筒、シールラベル等
コピー・印刷費 380 コピー等
振込手数料 3,490 郵便振替
次年度繰越金 2,103,666
不明金 800

合計 2,342,692
※「センター通信」の印刷費は未計上
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アナキズム文献センター 2015 年予算案

2014 年 12 月 1日～ 2015 年 12 月 31 日

収入の部

上記の通り報告いたします。

2014 年 11 月 29 日
会計係／古屋淳二

科目 金額 摘要
前年繰越金 2,103,666
会費 /カンパ 200,000
物販 200,000

合計 2,503,666

支出の部

科目 金額 摘要
センター維持費 100,000 富士宮の光熱費（龍さんへの送金分）
発送費・通信費 50,000通信・カレンダー発送など
カレンダー制作関連 200,000 印刷・デザイン
その他出金 100,000 消耗品等
次年度繰越金 2,053,666

合計 2,503,666
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十
一
月
二
四
日
。
秋
山
清
を
し
の
ぶ
第

二
六
回
「
コ
ス
モ
ス
忌
」（
東
京
・
築
地
）

―
秋
山
さ
ん
は
す
ぐ
れ
て
行
動
的
な
詩
人

で
し
た
。
今
日
の
講
演
は
、
行
動
的
な
お

二
人
、
太
田
昌
国
さ
ん
、
加
藤
直
樹
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

司
会
者
の
そ
ん
な
リ
ー
ド
で
始
ま
っ
た

講
演
。

　
「
コ
ス
モ
ス
忌
」
で
の
講
師
で
活
動
家

の
登
壇
は
、
十
五
年
前
の
松
田
政
男
さ
ん

以
来
だ
と
い
う
…
。
昨
年
の
講
師
・
小
沢

信
男
さ
ん
と
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
論
調

に
、
会
場
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
の
空
気
に

包
ま
れ
る
。

　

活
動
歴
、
著
作
歴
の
長
い
太
田
さ
ん
に

つ
い
て
の
紹
介
は
こ
こ
で
は
い
い
だ
ろ

う
。

　

二
番
手
で
登
壇
し
た
加
藤
さ
ん
の
発
言

に
参
加
者
の
注
目
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
こ

と
を
書
く
。　

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、
外
国
人
、
と

り
わ
け
韓
国
・
朝
鮮
人
の
多
い
町
、
新
大

久
保
を
揺
る
が
せ
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

（
差
別
的
憎
悪
発
言
）
な
る
も
の
―
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
そ
れ
を
呼
び
か
け
、
群
が

っ
た
人
た
ち
の
先
頭
に
立
っ
て
彼
ら
を
煽

動
し
た
「
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の

会
」
な
る
グ
ル
ー
プ
。

　

彼
ら
の
雑
言
、
罵
声
に
耳
を
ふ
さ
ぎ
、

目
を
そ
む
け
る
こ
と
な
く
、
正
面
か
ら
立

ち
向
か
い
、
そ
れ
を
制
止
し
た
人
々
が
い

た
。

　

そ
の
中
の
一
人
と
し
て
、
加
藤
さ
ん
は

思
い
立
っ
て
一
冊
の
本
を
書
き
上
げ
た
。

　

そ
れ
が
『
九
月
、東
京
の
路
上
で
』（
発

行
・
こ
ろ
か
ら
）。

　

既
成
の
販
売
ル
ー
ト
を
無
視
し
た
こ
の

本
は
、
ブ
ロ
グ
で
多
く
の
共
感
を
呼
び
、

な
ん
と
一
万
部
を
超
え
る
売
れ
行
き
だ
と

い
う
。

　
「
在
特
会
」
と
は
何
か
。

　
『
ル
ポ
京
都
朝
鮮
学
校
襲
撃
事
件　

ヘ

イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
抗
し
て
』（
岩
波
書
店
）

の
著
者
・
中
村
一
成
（
イ
ル
ソ
ン
）
氏
に

よ
れ
ば
「
在
特
会
」
の
発
足
と
活
動
は
第

一
次
安
倍
政
権
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

い
う
。

　

二
〇
〇
六
年
、
安
倍
政
権
は
「
戦
後
体

制
の
清
算
」、「
国
家
主
義
＝
排
外
主
義
」

を
か
か
げ
て
登
場
し
た
が
、
翌
年
、
も
ろ

く
も
病
気
退
場
。

　

一
方
の
「
在
特
会
」
は
、
〇
七
年
一
月

に
正
式
発
足
。
準
備
・
充
電
の
期
間
を
経

て
〇
九
年
四
月
に
蕨
市
事
件
。
六
月
に
京

都
市
役
所
前
で
の
、「
在
日
外
国
人
の
参

政
権
」
へ
の
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

　

同
年
十
二
月
、
京
都
朝
鮮
学
校
襲
撃
と

排
外
主
義
活
動
を
本
格
化
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
、
第
二
次
安
倍
政
権
の
発

足
。
勢
い
を
得
た
「
在
特
会
」
は
一
気
に

行
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
。
そ
れ
が
新
大
久

保
で
の
蛮
行
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
十
月
、
関
西
の
メ
デ
ィ
ア
は
橋
下

大
阪
市
長
と
「
在
特
会
」
桜
井
誠
会
長
の

奇
妙
な
面
談
を
一
斉
に
報
じ
た
。

　

思
惑
、
傾
向
の
似
か
よ
っ
た
二
人
の
会

見
は
、
政
治
史
で
は
珍
し
く
も
な
い
ト
リ

ッ
ク
ス
タ
ー
の
か
け
合
い
漫
談
（
罵
り
あ

い
）、
茶
番
劇
に
終
わ
っ
た
。

　

が
、
そ
の
翌
日
。
橋
下
市
長
は
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
や
そ
の
子
孫
ら
を
対
象
と
し

た
特
別
永
住
権
に
つ
い
て
は
、党
（
維
新
）

で
取
り
上
げ
、
何
ら
か
の
対
策
を
は
か
る

旨
を
広
言
し
た
。

　

ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
こ
こ
に
あ
り
、
の
本

領
を
発
揮
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
「
在
特
会
」
な
る
も
の
。

　

そ
れ
に
動
員
さ
れ
る
不
特
定
の

〝
善
男
善
女
〟
た
ち
。
彼
ら
は
一
過

性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
な
ど

で
は
な
い
。

　

社
会
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
不
満
分

子
で
も
な
い
。

　

い
う
な
ら
ば
フ
ツ
ー
の
人
々
。

フ
ツ
ー
の
市
民
で
あ
る
。
こ
こ
に

問
題
の
根
が
あ
る
。

　

彼
ら
は
声
を
限
り
に
憎
悪
感
情
を
吐
き

出
す
。
路
上
、
ネ
ッ
ト
上
に
居
合
わ
せ
た

人
々
の
感
情
を
揺
り
動
か
す
。

　

す
べ
て
の
人
の
心
の
奥
に
潜
む
劣
情
、

悪
意
、
ね
た
み
…
。
い
わ
ば
悪
魔
的
感
情

を
掘
り
起
こ
す
。
こ
こ
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
の
見
逃
せ
な
い
一
側
面
が
あ
る
。

　

精
神
の
墓
場
、「
闇
の
奥
」
に
い
た
る

暗
い
情
念
。
彼
ら
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て

ま
ず
み
ず
か
ら
の
人
格
を
破
棄
す
る
こ
と

に
な
る
。
他
人
を
い
や
し
む
者
は
、
み
ず

か
ら
を
い
や
し
む
奈
落
に
落
ち
る
か
ら

だ
。
や
が
て
は
人
間
の
規
範
を
飛
び
越
え

て
悪
の
情
念
に
陶
酔
す
る
。

　

そ
の
心
理
構
造
は
、
た
と
え
は
少
し
軽

い
が
サ
ッ
カ
ー
試
合
で
自
己
陶
酔
に
浸
る

ゴ
ロ
ツ
キ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
遠
く
な
い
。

こ
の
病
は
素
早
く
、
深
く
波
及
す
る
。

　

過
去
に
例
を
と
れ
ば
、
そ
れ
は

一
九
二
三
年
、九
月
の
荒
廃
に
至
る
。〈
続

く
〉

武
智　

忍

連
載
（
１
）

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

劣
情
、
悪
性
感
情
の
掘
り
起
こ
し



（7） CIRA-Japana 第 29 号

白
昼
に
〈
神
〉
を
撃
つ　

渡
辺
温
『
兵
隊
の
死
』

後
藤
優
子

Pull this 

×
×
×
×
×
×
× to your antidote

然
る
べ
き
と
き
に
死
ね
、
こ
の
よ
う

に
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
教
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
決
し
て
然
る
べ
き
と
き

に
生
き
な
い
者
が
、
い
っ
た
い
ど
う

し
て
然
る
べ
き
と
き
に
死
ぬ
こ
と
が

で
き
よ
う
か
？
（
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

ニ
ー
チ
ェ
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』）

　

い
つ
の
過
去
が
重
さ
を
も
っ
て
わ
れ
わ

れ
に
迫
る
か
？　

そ
れ
は
現
在
と
の
関
係

に
お
い
て
決
ま
る
の
だ
ろ
う
。近
代
の「
あ

た
ら
し
さ
」
に
見
入
る
。
線
状
に
継
起
す

る
不
可
逆
な
時
間
に
お
い
て
、
近
世
は
近

代
よ
り
も
あ
た
ら
し
く
中
世
は
そ
れ
以
上

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
…
そ
れ
で
は
わ

れ
わ
れ
の
い
る
現
代
は
、
と
問
え
ば
、
世

界
が
も
っ
と
若
か
っ
た
こ
ろ
に
く
ら
べ
疲

弊
し
あ
え
い
で
い
る
よ
う
な
の
だ
。
近
代

の
あ
た
ら
し
さ
の
淵
源
を
た
ず
ね
る
た
め

に
。
さ
さ
や
か
な
こ
こ
ろ
み
と
し
て
ひ
と

つ
の
テ
ク
ス
ト
を
開
い
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

兵
隊
の
死

　

た
の
し
い
春
の
日
で
あ
っ
た
。

　

花
ざ
か
り
な
る
そ
の
広
い
原
っ
ぱ
の

真
中
に
カ
ア
キ
色
の
新
し
い
軍
服
を
着

た
一
人
の
兵
隊
が
朱
い
毛
布
を
敷
い
て

大
の
字
の
よ
う
に
寝
て
い
た
。

　

兵
隊
は
花
の
香か

に
む
せ
び
乍
ら
口
笛

を
吹
い
た
。

　

何
と
い
う
素
晴
ら
し
い
日
曜
日
を
兵

隊
は
見
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
！
―
―

兵
隊
は
街
へ
活
動
写
真
を
見
に
行
く
小

遣
銭
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
為
方

が
な
く
初
め
て
こ
の
原
っ
ぱ
へ
来
て
み

た
の
だ
っ
た
。

　

兵
隊
は
人
生
の
喜
び
の
あ
り
か
が

や
っ
と
判
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

兵
隊
は
ふ
と
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

兵
隊
の
額
の
上
に
は
ホ
リ
ゾ
ン
ト
の

青
空
の
如
く
青
々
と
物
静
か
な
大
空
が

あ
っ
た
。

　

兵
隊
は
何
時
し
か
口
笛
を
忘
れ
て
、

う
っ
と
り
と
あ
の
青
空
に
見み

と惚
れ
た
。

　

兵
隊
は
青
空
の
水
々
し
い
横
っ
腹
へ

い
っ
ぱ
つ
鉄
砲
を
射
ち
込
ん
で
や
り
た

い
情
慾
に
似
た
欲
望
を
感
じ
た
の
だ
。

あ
あ
一
体
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

だ
。

　

兵
隊
は
聯
隊
き
っ
て
の
射
撃
の
名
手

で
あ
っ
た
。

　

兵
隊
は
鉄
砲
を
と
り
あ
げ
る
と
、
あ

お
む
け
に
寝
た
ま
ま
額
の
真
上
の
空
に

ね
ら
い
を
つ
け
て
ズ
ド
ン
と
撃
ち
放
し

た
。

　

す
る
と
弾
丸
は
高
く
高
く
は
る
か
な

る
天
の
深
み
へ
消
え
て
行
っ
た
。

　

兵
隊
は
や
は
り
寝
た
ま
ま
鉄
砲
を
す

て
て
、
そ
し
て
手
近
な
花
を
摘
ん
で
胸

に
抱
い
た
。
そ
れ
か
ら
さ
て
兵
隊
は
ス

ヤ
ス
ヤ
と
眠
っ
た
。

　

何
分
か
経
つ
と
、
果
し
て
兵
隊
の
す

ぐ
れ
た
射
撃
に
よ
っ
て
撃
ち
上
げ
ら
れ

た
弾
丸
は
、
少
し
の
抛
物
線
を
も
画え
が

く

事
な
し
に
天
か
ら
落
下
し
て
来
て
兵
隊

の
額
の
真
中
を
う
ち
貫ぬ

い
た
。
そ
れ
で

花
を
抱
い
て
眠
っ
て
い
た
兵
隊
は
死
ん

で
し
ま
っ
た
。

　

シ
ャ
ア
ロ
ッ
ク
・
ホ
ル
ム
ス
が
眼
鏡

を
か
け
て
兵
隊
の
死
因
を
し
ら
べ
に
来

た
の
だ
が
こ
の
十
九
世
紀
の
古
風
な
探

偵
の
も
つ
観
察
と
推
理
と
は
、
兵
隊
の

心
に
宿
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
最
も
近
代

的
な
る
一
つ
の
要
素
を
検
出
し
得
べ
く

も
な
か
っ
た
の
で
、
探
偵
は
頭
を
か
い

て
当
惑
し
た
と
云
う
。

　
　
「
兵
隊
の
死
」
は
一
九
三
〇
年
四
月
号

の
『
新
青
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
。
作

者
で
あ
る
渡
辺
温
は
、編
集
者
で
も
あ
り
、

そ
の
二
か
月
前
に
原
稿
依
頼
の
た
め
関
西

の
谷
崎
潤
一
郎
宅
に
赴
く
。
だ
が
帰
路
に

乗
っ
て
い
た
タ
ク
シ
ー
が
列
車
に
は
ね
ら

れ
急
逝
。
生
酔
い
の
状
態
で
ま
ど
ろ
む
兵

隊
さ
な
が
ら
「
汽
車
に
横
腹
を
打
た
れ

て
、夢
中
で
死
ん
で
行
っ
た
」
の
だ
っ
た
。

享
年
二
十
七
歳
。
そ
の
数
年
前
、
辻
潤
に

と
も
な
わ
れ
初
め
て
姿
を
現
し
た
黒
い
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
タ
イ
に
長
髪
の
彼
を
「
沈
黙
の

裡
に
一
種
の
聡
明
を
感
じ
さ
せ
る
魅
力
を

も
っ
て
い
た
」
と
、
谷
崎
は
回
想
し
て
い

る
（
用
談
は
渡
辺
が
た
ず
さ
え
て
き
た
の

に
辻
が
ほ
と
ん
ど
を
代
弁
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
）。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
大

学
時
代
に
渡
辺
は
プ
ラ
ト
ン
社
の
映
画
筋

書
懸
賞
募
集
で「
影
」に
よ
り
一
等
を
と
っ

て
い
る
が
、
そ
の
選
に
あ
た
っ
た
の
は
外

で
も
な
い
谷
崎
で
あ
っ
た
。「
長
い
將
來

の
あ
る
人
だ
な
」
と
直
覚
し
た
大
家
は
、

ユ
ニ
ー
ク
だ
が
映
画
化
に
は
適
さ
な
い
と

難
色
を
示
す
小
山
内
薫
に
対
し
、「
繪
に

な
ら
な
い
の
は
現
在
の
話
」
で
将
来
は
な

し
う
る
時
代
が
く
る
、
そ
の
た
め
に
あ
た

ら
し
い
時
代
の
担
い
手
に
よ
る
「
斯
ふ
云

ふ
」
作
品
を
推
奨
す
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

　

探
偵
小
説
風
の
作
品
を
自
身
で
も
の
し

な
が
ら
、
奇
抜
な
思
い
つ
き
と
書
き
方
で

体
裁
を
つ
く
ろ
う
よ
う
な
手
法
に
む
し
ろ

批
判
的
で
あ
っ
た
谷
崎
が
「
影
」
を
評
価

し
た
の
は
、
一
見
表
現
主
義
の
実
験
め
く

そ
の
短
編
が
、
文
学
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
在
さ
と
同
時
に
純
文
学
好
み
を
も
ひ
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き
つ
け
る
端
正
な
た
た
ず
ま
い
を
あ
わ
せ

も
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
想
像
さ
れ
る
。「
近

代
」
が
世
界
を
覆
い
つ
く
し
た
時
代
、
と

り
わ
け
ふ
た
つ
の
大
き
な
戦
争
の
間
に

あ
っ
て
、
表
現
を
お
こ
な
う
者
に
「
枠
」

の
必
然
性
は
な
か
っ
た
。
小
説
や
シ
ナ
リ

オ
、
で
な
く
物
語
の
「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
を

書
け
と
い
う
プ
ラ
ト
ン
社
の
課
題
は
、
文

章
「
も
」
書
く
が
声
楽
や
舞
踏
を
習
い
築

地
小
劇
場
に
か
よ
う
“
オ
ン
ち
ゃ
ん
”
に

と
っ
て
、
む
し
ろ
ク
リ
ア
し
や
す
い
も
の

だ
っ
た
と
み
え
る
。
か
く
て
新
青
年
は
出

発
し
た
。
そ
の
い
き
つ
い
た
頂
点
と
も
い

え
る
「
兵
隊
の
死
」
は
、
死
を
モ
チ
ー
フ

と
し
つ
つ
も
、
し
か
し
開
放
的
な
真
昼
の

物
語
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
九
世
紀
の
終
わ
る
こ
ろ
、す
で
に〈
神

の
死
〉
は
宣
言
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は

決
定
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
の
ち
に
ま
で

の
こ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
問
い
で
あ
り
、

近
代
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
天
上
界
は

か
ら
っ
ぽ
の
よ
う
に
思
わ
れ
な
が
ら
も
、

世
界
の
表
層
と
事
物
は
大
き
な
変
化
を
と

げ
な
い
ま
ま
、
時
代
は
二
十
世
紀
に
突
入

―
―
そ
こ
で
疑
問
は
奔
出
す
る
。
欲
動
の

う
ち
に
解
消
さ
れ
な
いratio

。
兵
隊
は

天
に
向
け
て
銃
を
撃
っ
た
。
彼
は
問
い
か

け
る
「
お
ま
え
」
は
ほ
ん
と
う
に
そ
こ
に

い
る
の
か
？　

と
。
答
え
は
、
あ
っ
た
。

人
生
の
喜
び
の
あ
り
か
が
や
っ
と
判
っ
た

よ
う
な
気
が
し
た
兵
隊
が
、つ
ぎ
の
瞬
間
、

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
の
は
、
観
想
に
よ
る
敏
い
予
感
だ

ろ
う
。
し
か
し
み
ず
か
ら
の
自
由
意
思
に

よ
り
彼
は
前
進
を
や
め
な
い
。
だ
か
ら
こ

れ
は
悲
劇
な
ど
で
は
な
い
の
だ
。
み
ち
た

り
て
横
た
わ
る
彼
の
う
え
へ
恩
寵
の
よ
う

に
陽
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
―
―
。　

　

今
年
、
中
東
の
地
域
に
吸
い
よ
せ
ら
れ

る
よ
う
に
結
集
す
る
青
年
の
群
れ
が
あ
っ

た
。
宗
教
よ
り
も
「
殉
教
」
の
語
を
、
に

わ
か
に
異
口
同
音
に
発
し
は
じ
め
た
そ
の

者
た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ハ
ー
ド
の

潮
流
を
担
う
。
近
代
以
降
に
観
想
の
没
落

が
決
定
的
と
な
り
、「
見
る
」
こ
と
―
―

対
象
に
向
き
あ
う
こ
と
―
―
よ
り
も
実
践

に
価
値
が
お
か
れ
て
い
る
現
代
、
伏
線
は

あ
っ
た
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
応
じ
〈
真

理
〉
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
メ
デ
ィ

ア
的
な
媒
介
知
は
、
じ
か
に
見
つ
め
る
よ

り
も
〈
真
理
〉
を
つ
か
め
る
も
の
と
見
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
メ
デ
ィ
ア

を
駆
使
し
て
、
現
在
「
リ
ク
ル
ー
タ
ー
」

た
ち
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
殉
教
者

の
予
備
軍
は
、
十
五
歳
か
ら
二
十
歳
だ
と

い
う
。
宣
伝
目
的
で
制
作
さ
れ
た
映
像
や

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
プ
ロ
級
の
仕
上
が

り
と
も
評
さ
れ
る
が
、
こ
れ
み
よ
が
し
の

演
出
（
感
性
を
蠱
惑
し
思
考
停
止
状
態
を

う
な
が
す
）
は
い
っ
そ
キ
ッ
チ
ュ
だ
。
し

か
し
、
な
ん
ら
リ
ス
ク
の
な
い
と
こ
ろ
で

ゲ
ー
ム
遊
び
をenjoy

し
て
い
た
彼
・
彼

女
ら
は
今
、
大
き
な
〈
ゲ
ー
ム
〉
に
攻
略

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
自
由
で
い
る
た

め
に
は
、
自
由
意
思
―
―
問
い
つ
づ
け
る

態
度
を
放
棄
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
存
外
困
難
な
こ
と
で
、
ひ
と
が
そ
こ
か

ら
「
逃
走
」
を
く
わ
だ
て
る
原
因
と
も
な

る
。
死
の
〈
ゲ
ー
ム
〉
に
は
ま
っ
た
青
年

た
ち
は
、
或
る
〈
神
〉
の
こ
と
ば
に
、
問

い
を
要
さ
な
い
「
解
答
集
」
を
見
い
だ
し

て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
は
特
殊
さ
の
相
貌
を
お
び
た
普
遍

的
な
問
題
で
あ
る
。
観
想
を
手
ば
な
し
あ

た
ら
し
い
世
界
の
到
来
を
嘉
し
た
現
代

は
、
ふ
た
た
び
「
あ
た
ら
し
さ
」
を
喪
失

し
、
退
行
を
は
じ
め
た
か
に
見
え
る
。

　

 

「
大
正
期
の
浪
漫
漂
う
」「
幻
想
譚
」

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
結

晶
」
渡
辺
温
全
集
の
帯
は
謳
う
。
じ
つ
は

初
め
て
「
兵
隊
の
死
」
を
読
ん
だ
と
き
の

自
身
の
「
読
み
」
と
こ
れ
ら
の
宣
伝
文
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
か
え
っ
て
爽
快
で
、
考
え
る

契
機
を
あ
た
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
し
か

し
戦
間
期
を
駆
け
ぬ
け
た
渡
辺
温ゆ
た
か（
と
き

ど
き
オ
ン
・
ワ
タ
ナ
ベ
ま
た
は
奥
村
み
さ

子
）。
彼
は
デ
ビ
ュ
ー
作
で
、
殺
人
の
強

迫
観
念
か
ら
の
が
れ
よ
う
と
す
る
臆
病
な

画え
か
き工

が
ひ
と
ご
ろ
し
の
陥
穽
に
お
ち
て
い

く
劇ド
ラ
マを

書
い
た
が
、
み
ず
か
ら
の
死
の
間

近
、
射
撃
の
名
手
で
あ
る
兵
隊
を
し
て
も

は
や
「
不
可
視
」
な
存
在
に
引
金
を
ひ
か

せ
て
い
る
。
か
か
る
〈
テ
ロ
ル
〉
は
と
び

き
り
ア
ナ
ー
キ
ー
で
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

で
は
な
い
か
！

　

前
出
の
辻
や
大
杉
栄
か
ら
十
八
年
ほ
ど

遅
れ
て
き
た
世
代
で
あ
る
彼
に
と
っ
て
、

映
画
の
よ
う
な
新
興
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る

好
奇
心
と
摂
取
は
自
然
に
貪
欲
な
も
の
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
も
の
を
考
え
る
に
は
め

ぐ
ま
れ
た
転
換
期
、
思
想
の
せ
め
ぎ
あ
う

世
界
に
あ
っ
て
、
作
品
は
日
本
的
浪ろ
う
ま
ん漫
を

外
装
し
な
が
ら
も
相
反
す
る
醒
め
た「
理
」

を
奥
底
に
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
関
東
大

震
災
で
屛
息
し
か
け
た
か
に
見
え
た
美
的

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
系
譜
は
、
理
に
覚
醒
し
つ

つ
あ
た
ら
し
い
〈
自
律
〉
の
矜
持
を
ま
と

い
、
こ
こ
に
息
づ
い
て
い
る
。


